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１．はじめに 

 米国、日本、及び EP 諸国の企業は、外国出願戦略としてインドを重要視しています。最近、

インド特許出願件数は増加していますが、それに伴って特許出願の未審査滞貨量が多くなり、審

査における質の低下や審査期間の長期化等の問題が指摘されています。 

 

このたび、過去 12年間におけるインド特許関連の統計データが公表されました。*1 

具体的には、過去 12年間の特許付与件数、過去特許出願件数、出願タイプ別件数等の推移や、

ここ数年の特許出願に関する技術分野の内訳に関する統計データが公表されています。 

 

これらの統計データについて、次頁以降において簡単に説明します。*2 
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*1 LINK: LINK: http://www.epo.org/searching/asian/india/facts-figures.html 

*2 LINK: LINK: http://www.epo.org/searching/asian/india/facts-figures.html 


